
　

五
荘
地
区
は
14
地
区
あ
り
ま
す
。
都
市

化
し
た
地
区
と
中
山
間
地
に
分
か
れ
て
い

ま
す
が
、
都
市
化
し
た
地
域
で
は
山
沿
い

に
小
面
積
の
田
畑
が
耕
作
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
さ
い
河
川
の
流
水
を
利
用
し
て
お

り
、
給
水
作
業
に
も
大
変
苦
労
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
山
間
地
域
は
小
区
画
の
田

が
多
く
、
農
業
機
械
も
大
型
化
で
き
ず
、

そ
れ
で
も
一
通
り
揃
え
る
と
高
価
と
な

り
、「
こ
の
機
械
が
壊
れ
た
ら
農
業
を
や

め
る
」
と
い
う
声
を
何
度
も
聞
き
ま
す
。

遊
休
農
地
が
増
え
な
い
よ
う
に
と
高
齢
の

方
が
頑
張
っ
て
い
る
間
に
、
行
政
に
は
小

規
模
農
家
へ
の
支
援
が
届
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
頃
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
の

被
害
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
サ
ル
の
被
害

が
大
き
く
、
楽
し
み
で
作
っ
て
い
る
家
庭

菜
園
さ
え
も
見
切
り
を
つ
け
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ル
追
い
の
電
気
柵
に

補
助
金
が
あ
る
も
の
の
、
維
持
管
理
が
必

要
な
た
め
、
高
齢
の
方
や
女
性
の
方
に

は
、
な
か
な
か
活
用
さ
れ
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

作
物
を
作
ら
な
く
な
る
と
、
田
畑
や
農
業

へ
の
関
心
も
低
く
な
る
の
で
、
鳥
獣
害
対

策
に
も
今
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
豊
か

な
自
然
が
守
ら
れ
、
楽
し
み
の
あ
る
農
業

が
で
き
る
よ
う
、
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（

推
進
委
員　

鞍
留　

眞
司
）

　

但
東
町
の
北
東
部
に
あ
る
資
母
地
区

は
、
出
合
か
ら
丹
後
方
面
へ
約
８
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
か
ら
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
間
地

域
で
す
。当
地
域
で
は
水
稲
や
ピ
ー
マ
ン
、

シ
ル
ク
コ
ー
ン
、
山
ウ
ド
、
大
豆
、
ネ
ギ
、

ソ
バ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
近
年
若

い
新
規
就
農
者
が
年
々
増
え
、
遊
休
農
地

の
活
用
が
図
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

姿
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
も
励
み
に
な
り
ま

す
。
中
で
も
但
馬
の
特
産
品
で
あ
る
ピ
ー

マ
ン
は
、
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
の
流
れ
が

構
築
さ
れ
て
お
り
、
先
輩
農
家
に
相
談
す

る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
ピ

ー
マ
ン
作
り
の
仲
間
が
増
え
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
頃
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
遊
休
農

地
の
確
認
等
を
行
い
、
地
域
の
方
か
ら
困

り
ご
と
を
お
聞
き
す
る
機
会
も
あ
り
ま
す

が
、
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
る

の
が
現
状
で
す
。
山
間
地
で
は
、
作
業
効

率
の
低
さ
と
鳥
獣
害
の
深
刻
化
、
さ
ら
に

は
、
管
理
す
る
農
業
者
の
高
齢
化
や
離
農

な
ど
が
重
な
っ
た
結
果
、
耕
作
放
棄
地
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
も
圃
場
整
備
田
に
関

し
て
は
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に

取
り
組
み
、
地
域
の
輪
で
困
難
を
乗
り
越

え
、
ふ
る
さ
と
の
景
観
を
維
持
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

遊
休
農
地
と
離
農
農
家
の
耕
作
地
が
課
題

と
な
り
、
隣
接
す
る
認
定
農
業
者
へ
相
談

し
、現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

区
の
農
業
者
間
で
調
整
し
、
1.4
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
を
集
積
し
、
預
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

地
域
農
業
の
最
大
の
課
題
は
農
家
の
高

齢
化
と
担
い
手
不
足
で
す
。
今
後
、
地
域

農
業
を
守
る
た
め
に
は
、
土
地
利
用
型
を

目
的
と
し
た
、
水
稲
主
体
の
農
業
ス
ク
ー

ル
生
の
育
成
、
大
型
機
械
導
入
の
支
援
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
業
者
の

声
を
聞
き
、
農
地
の
管
理
利
用
促
進
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
推
進
委
員　

松
本　

雅
浩
）（農地利用最適化推進活動　資母）

資母地区の農地の様子

（農地利用最適化推進活動　五荘）
防護柵で囲われた田畑

鞍留推進委員

石原農業委員

松本推進委員

早水農業委員

山間の田畑
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農
業
委
員
　
田
中
　
竹
治

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員橋

本
　
義
明

　

昨
年
11
月
20
日
・
21
日
に
、
委
員
26

名
の
参
加
に
よ
り
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
１
日
目
は
倉
吉
市
で
苗
作
り
か

ら
販
売
・
運
送
ま
で
を
手
が
け
る
「
株

式
会
社
大
上
農
園
」
に
て
施
設
見
学
を

行
い
、
白
ネ
ギ
の
周
年
栽
培
に
つ
い
て

研
修
を
受
け
ま
し
た
。
２
日
目
は
「
倉

吉
市
農
業
委
員
会
」
で
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

《
株
式
会
社
大
上
農
園（
倉
吉
市
）

訪
問
研
修
》

　

平
成
27
年
に
葉
タ
バ
コ
生
産
か
ら
撤

退
後
、
白
ネ
ギ
生
産
へ
転
換
し
、
株
式

会
社
大
上
農
園
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

生
産
物
を
白
ネ
ギ
１
本
に
絞
り
、
生
産

面
積
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
周
年
栽
培
を

さ
れ
て
い
る
社
員
数
33
名
の
グ
ル
ー
プ

会
社
で
す
。

　

ネ
ギ
生
産
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
業

務
の
効
率
化
に
対
す
る
社
員
の
意
識
改

革
を
行
い
、
機
械
の
活
用
で
勘
や
経
験

を
可
視
化
し
、
高
い
技
術
力
の
標
準
化

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
に
努
め
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

次
に
、
営
農
支
援
ツ
ー
ル
「
ア
グ
リ

ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
、
気
候
変
動
対
応

や
圃
場
管
理
と
各
作
業
の
進
捗
状
況
を

管
理
し
て
い
ま
す
。
「
ア
グ
リ
ノ
ー

ト
」
か
ら
抽
出
し
た
実
績
デ
ー
タ
を
基

に
、
次
期
作
の
品
種
や
施
肥
設
計
の
変

更
検
討
に
活
用
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た

デ
ー
タ
管
理
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

土
作
り
に
お
い
て
は
、
土
壌
改
良
に

取
り
組
ま
れ
、
化
成
肥
料
か
ら
徐
々
に

有
機
肥
料
に
シ
フ
ト
し
、
将
来
的
に
は

ネ
ギ
屑
を
堆
肥
化
し
、
「
循
環
型
農

業
」
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

常
に
新
し
い
も
の
を
創
造
し
、
デ
ー

タ
の
活
用
に
よ
る
戦
略
的
な
農
業
経
営

を
確
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

《
倉
吉
市
農
業
委
員
会
と
の

意
見
交
換
会
》

　

「
倉
吉
市
農
業
委
員
会
」
は
、
農
業

委
員
19
人
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
９
人
で
構
成
さ
れ
、
女
性
委
員
が
５

人
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
農
地

利
用
の
最
適
化
活
動
に
力
を
注
い
で
い

る
と
の
こ
と
で
、
遊
休
農
地
の
再
生
の

取
り
組
み
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
遊
休

農
地
は
全
国
的
に
も
大
き
な
問
題
で

す
。
豊
岡
市
で
も
農
業
委
員
及
び
推
進

委
員
で
、
日
々
・
一
斉
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
利
用
意
向
調
査
後
、
各
地
権

者
へ
対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
改
善
し
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

倉
吉
市
で
も
、
年
１
回
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
豊
岡

市
と
の
違
い
は
、
市
長
又
は
副
市
長
、

市
農
政
課
、
関
係
団
体
と
合
同
で
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
市
全
体
の
取
り
組

み
と
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
広
く

市
民
へ
も
広
報
し
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
市
単
独
事
業
で
遊
休
農

地
再
生
に
か
か
る
予
算
を
計
上
し
、
遊

休
農
地
を
３
年
以
上
活
用
す
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
、
地
権
者
に
で
は
な
く
、

担
い
手
を
対
象
に
助
成
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
交
付
対
象
先
が
耕
作
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業

の
活
用
を
呼
び
か
け
、
再
び
遊
休
農
地

に
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
だ
結
果
、

18
年
間
で
61
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
削
減

実
績
が
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

《
研
修
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
》

　

他
市
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
に
よ

り
、今
後
の
活
動
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。倉
吉
市
の
取
り
組

み
を
、そ
の
ま
ま
豊
岡
市
に
取
り
入
れ
る

こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、遊

休
農
地
の
解
消
を
行
政
全
体
の
取
り
組

み
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、少
し
で
も

多
く
の
市
民
に
農
地
の
現
状
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、
農

業
の
担
い
手
が
不
足
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
若
者
に

も
魅
力
あ
る
農
業
に
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
鳥
取
県
へ
視
察
研
修

　
　
株
式
会
社
　
大
上
農
園

　
　
倉
吉
市
農
業
委
員
会

倉吉市農業委員会との意見交換 株式会社大上農園の施設見学
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